
学校番号 ３０６ 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅲβ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 数学Ⅲ Advanced（東京書籍） 

副教材等 PRIME数学Ⅲ （東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

今まで学んだ数学の内容を拡張し、数ⅠⅡよりもさらに深い法則や発想を求められる分野になる。 

特に三角関数や対数関数を微積分するので、既知の内容を十分理解する必要がある。 

復習をしっかり行うこと。 

授業では、教科書・問題集・ノート２冊を用意しておくこと。 

 

 

２ 学習の到達目標 

極限，微分法および積分法についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的

に考察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

極限，微分法および積分

法に関心をもつととも

に，それらを事象の考察

に積極的に活用して数学

的論拠に基づいて判断し

ようとする。 

事象を数学的に考察し表

現したり，思考の過程を

振り返り多面的・発展的

に考えたりすることなど

を通して，極限，微分法

および積分法における数

学的な見方や考え方を身

につけている。 

極限，微分法および積分

法において，事象を数学

的に表現・処理する仕方

や推論の方法などの技能

を身につけている。 

極限，微分法および積分

法における基本的な概

念，原理・法則などを体

系的に理解し，知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

確認テスト 

レポート 

家庭学習課題 

観察等 

確認テスト 

レポート 

家庭学習課題 

観察等 

確認テスト 

定期考査 

家庭学習課題 

観察等 

確認テスト 

定期考査 

家庭学習課題 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

  

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
  

１
学
期 

関
数
と
極
限 

分数関数とそのグラフ   ○ ○ ○ a: 数列や関数の極限について

関心をもち，具体的な数列や

関数について極限を求めよ

うとしている。 

b: 数列や関数の極限を考察

し，思考の過程を振り返った

りすることなどを通して，数

学的な見方や考え方を身に

つけている。 

c: 数列や関数の極限を求めた

り，いろいろな無限級数の和

を求めるための技能を身に

つけている。 

d: 数列や関数の極限に関する

基本的な概念，原理・法則な

どを理解し，知識を身につけ

ている。 

確認テスト 

定期考査 

家庭学習課

題 

レポート 

観察等 

無理関数とそのグラフ   ○ ○ ○ 

逆関数と合成関数 ○ ○ ○ ○ 

数列の極限   ○ ○ ○ 

無限等比数列  ○ ○ ○ ○ 

無限級数    ○ ○ 

無限等比級数  ○ ○ ○ ○ 

いろいろな無限級数    ○ ○  

関数の極限  ○ ○ ○ ○ 

三角関数と極限   ○ ○ ○ 

関数の連続性  ○  ○ ○ 

微
分 

導関数 ○ ○  ○ a: いろいろな関数の微分に関

心をもち，関数や導関数の考

察に活用しようとしている。 

b: いろいろな関数を微分する

ことについて考察し表現し

たり，その過程を振り返った

りすることを通して，関数的

な見方や考え方を身につけ

ている。 

c: いろいろな関数の導関数を

求めることができる。 

d: いろいろな関数の微分につ

いて，基本的な概念，原理・

法則などを理解し，基礎的な

知識を身につけている。 

確認テスト 

定期考査 

家庭学習課

題 

レポート 

観察等 

積・商の微分法  ○   ○ 

合成関数の微分法   ○ ○ 

三角関数の導関数  ○  ○ 

対数関数・指数関数の導関

数  

○  ○ ○ 

高次導関数    ○ ○ 

２
学
期 

微
分
の
応
用 

接線・法線の方程式   ○ ○ a: いろいろな関数の微分に関

心をもち，関数や導関数の考

察に活用しようとしている。 

b: いろいろな関数を微分する

ことについて考察し表現し

たり，その過程を振り返った

りすることを通して，関数的

確認テスト 

定期考査 

家庭学習課

題 

レポート 

観察等 

平均値の定理  ○  ○  

関数の増減   ○ ○  

関数の極大・極小 ○  ○  

第 2次導関数とグラフ   ○ ○ ○ 

最大・最小    ○  

方程式，不等式への応用  ○ ○  



速度・加速度  ○   ○ な見方や考え方を身につけ

ている。 

c: いろいろな関数の導関数を

求めることができる。 

d: いろいろな関数の微分につ

いて，基本的な概念，原理・

法則などを理解し，基礎的な

知識を身につけている。 

近似式  ○ ○  

３
学
期 

積
分
と
そ
の
応
用 

不定積分とその基本公式   ○ ○ a: 不定積分や定積分に関心を

もつとともに，それらの有用

性を認識し，関数や数量の考

察に活用しようとしている。 

b: 不定積分や定積分を用いて

関数や数量を考察し表現し

たり，思考の過程を振り返っ

たりすることなどを通して，

関数的な見方や考え方を身

につけている。 

c: 不定積分や定積分，図形の

面積や体積などを求めるこ

とができる。 

d: 不定積分や定積分，図形の

面積などを求めることの基

本的な概念，原理・法則など

を理解し，基礎的な知識を身

につけている。 

確認テスト 

定期考査 

家庭学習課

題 

レポート 

観察等 

置換積分法と部分積分法  ○ ○  

いろいろな関数の不定積分 ○  ○  

定積分    ○ ○ 

定積分の置換積分法   ○ ○  

定積分の部分積分法    ○  

定積分で表された関数  ○ ○  

定積分と区分求積法  ○  ○  

定積分と不等式   ○ ○  

面積  ○ ○ ○ 

体積  ○ ○ ○ 

曲線の長さと道のり  ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


